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金
登壇者

東京大学
先端科学技術研究センター教授

牧原 出氏

神戸市長
久元 喜造

広報PRプロデューサー／
アナウンサー

名久井 麻利氏

仙台市長
郡 和子

主催 共催

問い合わせ：指定都市市長会シンポジウム事務局（仙台市まちづくり政策局政策企画課）
電話：022-214-1245　　　メール：mac001620@city.sendai.jp
指定都市市長会は、特別市を含む多様な大都市制度の早期実現を目指しています。

200名（先着順）定 員

2026年
１０月６日（火）
午前１０時より開始

※二次元コードよりお申し込みください。
※記入いただいた個人情報は、
　本シンポジウムに関する目的にのみ使用し、
　他の目的には使用しません。
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東京大学法学部卒業。東北大学
大学院法学研究科教授などを経
て、2013年4月より現職。専門
は行政学・政治学。
第32、33、34次地方制度調査
会委員、総務省自治体戦略2040
構想研究会座長代理、総務省持
続可能な地方行政のあり方に関
する研究会委員など多数歴任。

特別市制度とは
人口減少などの課題に対応するため、県と市の新たな
役割分担のもと、市が市域内の事務を一元的に担い、持
続可能で効率的な行政サービスの提供を目指す新しい
地方自治制度として、指定都市市長会が提案しているも
のです。

指定都市市長会
仙台市をはじめ全国20の指定都市で構成。大都市行財
政の円滑な推進と伸張を図ることを目的として、大都市
共通の課題に関する調査・研究や、地方分権改革の推
進、新たな大都市制度の創設、国の予算編成等に関す
る政策提言・意見表明を行っています。

牧原 出氏
東京大学先端科学技術
研究センター教授

東京大学法学部卒業。旧自治省
入省、総務省選挙部長、同自治行
政局長を経て、2012年11月に
神戸市副市長に就任し、2013年
11月より現職（現在４期目）。
指定都市市長会においては、
2020年11月に設置された「多
様な大都市制度実現プロジェク
ト」のプロジェクトリーダーを務
め、2022年４月より会長に就任。

久元 喜造
神戸市長

株式会社アタラシイケシキ代表
取締役。
2023年2月より様々な企業・団
体の広報支援を行う。
仙台市中小企業活性化会議委員
なども務める。

名久井 麻利氏
広報PRプロデューサー／

アナウンサー

仙台市出身。東北学院大学経済
学部を卒業。1979年東北放送株
式会社へ入社、2005年、衆議院
議員選挙で初当選、以降4期連続
当選。2011年内閣府大臣政務
官、東日本大震災復興対策担当
大臣政務官・宮城現地対策本部
長、2012年内閣府大臣政務官
兼復興大臣政務官を歴任。2017
年8月より現職（現在3期目）。

郡 和子
仙台市長

※開催内容に変更が生じる場合がございます。 ※参加証などの発行はございませんので直接会場にお越しください。 ※定員に達した場合は、申込を締め切らせていただく場合がございます。

せんだいメディアテーク
オープンスクエア
〒980-0821
宮城県仙台市青葉区春日町2-1

地下鉄
南北線勾当台公園駅下車
「公園2」出口から
徒歩7分（約450メートル）

お申込み方法

アクセス

登壇者プロフィール

特別市シンポジウム  大都市がひらく未来のかたち

申込締切／
2026年

10月30日（金）
※二次元コードよりお申し込みください。
※記入いただいた個人情報は、本シンポジウムに
　関する目的にのみ使用し、他の目的には使用しません。
手話通訳　手話通訳をご希望の方は、10月19日（月）までにご連絡ください。

特別市

都道府県

市町村

垂直補完を強化

連携強化

水平連携・水平補完


